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射出繊維配向を考慮した構造解析の手順書 
2025.1 
本誌 バージョン 2025.1-1 

おおまかな流れ  

⚫ 射出成型解析を行い、繊維配向テンソルを得ます 

⚫ 繊維配向テンソルを、構造解析用のメッシュにマッピングします 

⚫ 短繊維を混入した非線形材料特性を算出します 

⚫ 構造解析用メッシュ、繊維配向テンソル、非線形材料特性を用いて、構造解析を行います 

対応ソフトウェアバージョン  

下に記したバージョンに対応しています 

Inspire Mold 2025.1, HyperMesh 2025.1, MultiScale Designer 2025.1, OptiStruct 2025.1 

本書の利用方法  

本書はそれぞれの節が独立しています。最初から一通りやっていただいても良いですし、興味のある節のみやってい

ただくこともできます。 
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1 射出成型解析を行い、繊維配向テンソルを得る  

本節では射出成型解析の設定、計算の実行を行い、繊維配向テンソルを得ます。必要なファイルは 01molding フォ

ルダに含まれています。 

本節では Inspire Mold を使用します。 

 

射出成型解析セットアップ  

⚫ Inspire Mold を起動します 

 

 

 

⚫ 繊維配向を計算するために、アドバンストモードであることを確認します。クイックモードになっている場合は

切り替えます。 
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⚫ CAD データ Arch.x_t を開きます 

 

 

読み込みが完了しました。 

 

⚫ キャビティ部分の設定をします。材料は PS とし、繊維は 20% 入れます。 
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最初は、繊維が入っていない設定となっているため、繊維を入れていきます。 
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本書では繊維割合以外はデフォルト設定を使います。詳細は割愛しています。 

 

次の「選択」を忘れやすいので気を付けてください。忘れると、せっかく作った材料が適用されません。 

 

 

この状態になります。なっていない場合は、あらためてこちらで新しい材料に変更します。 
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⚫ 次にスプルーの設定をします。 
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⚫ 次はベントの設定をします。 
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以上で、解析実行前の準備は完了です。作業内容を保存しておきましょう。 

 

 

計算実行  

⚫ 計算前に、繊維配向テンソル結果ファイルを出力する設定をします。 
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⚫ 計算を実行します。 
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この状態になったら計算完了です。

 

 

計算が終わったら、保存しておきましょう。 
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結果確認  

⚫ 流動の様子を確認します 
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⚫ 繊維配向テンソルも表示してみます。 
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もっとも配向が多い向きに矢印、配向の多さを色で示しています。 

 

⚫ メッシュデータと繊維配向テンソルデータを計算フォルダからコピーしておきます。のちの構造計算に用いま

す。 

 

 

 

以下の 2個の fem、xml ファイルをコピーしておいてください。fem ファイルがメッシュデータ、xml ファイル

が繊維配向テンソルです。 
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以上で、本節の演習は完了です。 
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2 構造解析メッシュへ繊維配向テンソルをマッピングする  

本節では、取得済みの繊維配向テンソルを、構造解析メッシュへマッピングします。演習に必要なファイルは 

02mapping に含まれています。 

HYPERMESH の起動と準備  

⚫ HyperMesh を起動します 

 

 

 

操作説明画像は日本語 GUI を用いています。日本語 GUI への切り替えは、こちらのフォーラム記事をご参照くだ

さい。 

https://community.altair.com/discussion/23067/ 

 

https://community.altair.com/discussion/23067/
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本演習ではマッピング作業は OptiStruct プロファイルで行いますが、成果物は OptiStruct と Radioss どちら

でも要素 ID さえ共通であれば、使用できます。 

 

⚫ マッピングワークフロー専用のリボンを表示します。 

 

 

マッピング作業の実施  

基本的に、この左から順番に作業を行います。 



- 17 - 

 

 

 

⚫ 射出成型解析モデルの読み込み 
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射出成型解析が行われたメッシュが読み込まれました。 

 

 

⚫ 繊維配向テンソル場を覚えさせます。 
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見た目に変化ありませんが、繊維配向テンソル場を記憶した Field が一つできています。 
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⚫ マッピングに使用する要素を選択します。 
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⚫ 構造メッシュと位置合わせの基準とする 3節点を選択します。 

 

 

しばらく待つと、メッシュが消えて、箱が残ります。 

 

 

⚫ 構造解析用のメッシュを読み込みます。 
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構造解析用のメッシュが読み込まれます。実は Inspire Mold の射出成型モデルは長さ m で作られますが、構造解

析用メッシュは mm で作成していたため、スケールが合いません。そのため、先ほどの四角い箱は目視できなくな

ります。 

 

 

⚫ 射出成型解析メッシュと構造解析メッシュのスケールと位置を合わせます。 

 

 

射出成型メッシュで 3 点選んだ時と、相対的に同じ場所を同じ順番で選択します。 
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すると、射出成型解析メッシュからつくった箱と、構造用メッシュが重なります。 

 

 

⚫ マッピングを実施します。 
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この時点で、これらのファイルが作成されています。OptiStruct や Radioss での解析に必要なファイルは、こ

の .dat です。 

 

 

.dat 中身はこのようなテキストファイルです。要素 ID とテンソルの組み合わせになっているので、マッピングに

使用した構造メッシュは、これ以降、要素番号が変化しないように気をつけてください。 

 

マッピングした繊維配向テンソルの確認  (オプション ) 

前節までの作業で、ポスト処理用に _mdsFOT.hwascii (繊維配向テンソルデータ) ファイルと _MoldSpace.fem 

ファイル (メッシュデータ) ができています。これらを使って HyperView でテンソルの確認ができます。 
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作業中の HyperMesh を HyperView に切り替えて、読み込んでみます。 

 

 

 

 

 



- 27 - 

 

 

 

 

コンター表示やテンソル表示を行ってみてください。本演習書は HyperView の使い方が分からない方向けに、最

低限の操作を示すにとどめます。 
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3 FRP の材料特性の算出と、構造解析用材料モデルの出力  

本節では、MultiScale Designer を用いて、短繊維を混入して補強した樹脂の材料特性を算出します。また、

OptiStruct と Radioss 用材料モデルの出力も行います。設定済みの MultiScale Designer 材料ファイル 

CompositeModel1.mic は 03material に含まれています。 

 

FRP の均質化材料特性の算出  

⚫ MultiScale Designer を起動します 

 

 

 

⚫ 射出成型向けの短繊維モデルを作っていく形にします。 
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今から材料の定義をするわけですが、1節の射出成型解析とは完全に独立しているため、全く異なる材料を設定する

ことも可能です。 

 

⚫ 材料ユニットセルモデルの定義 
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⚫ 次は、母材の材料に PP を選択します。 
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⚫ 次は強化繊維に E ガラスを選択します。 
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⚫ 試験片の積層設定です。 

この部分は行わなくても OptiStruct と Radioss のプラグイン材料としては全く問題ありません。ただ 

MultiScale Designer 内でも簡単な引張試験を行って、結果を確認できるので、一つだけ残しておきます。多すぎ

ても最初は何が起きているか理解しにくいと思いますので。 
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繊維配向テンソルの意味はこちらの記事を参照してください。 

https://community.altair.com/discussion/3399 

 

⚫ 材料試験の設定 

これも、OptiStruct と Radioss で使うのであれば何も触らなくても良いです。MultiScale Designer 内での試験

のための物です。やはり数が多いと何が起きているのか分かりにくくなるため、最初の 1個だけ、残しましょう。 

 

 

⚫ では引張試験を行ってみましょう。 

https://community.altair.com/discussion/3399
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しばらく待つと Complete がたくさんメッセージに現れて、計算が終わります。 

 

 

計算結果を確認します。 
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⚫ それではプラグイン材料定義ファイルを出力します。 
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出力フォルダに 2個のファイルができていますが、本演習の対象はソリッド要素なので、_SHELL と付いていない

方を確保しておいてください。 

 

 

このファイル自体は、Radioss で使うときも同じなので、別途 Radioss 用に出力する必要はありません。 
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4 繊維配向を考慮した構造解析を行う  (OPTISTRUCT 編 ) 

本節では OptiStruct と MultiScale Designer の OptiStruct プラグインを用いて、繊維配向を考慮した構造解

析を行います。演習に必要なファイルは 04OSplugin に含まれています。構造解析モデルはすでに仮の等方性材料

を定義して流せる状態になっています。 

 

 

本節で使うツールは以下の通りです。 

HyperMesh OptiStruct 入力データの編集 

OptiStruct 構造解析実行 

HyperView 結果の描画 

準備  

⚫ HyperMesh を起動して OStestrun.fem を開きます。これは MAT1 等方性材料で、とりあえず解析が実施で

きる状態になっているものです。  

 



- 38 - 

 

 

 

 

 



- 39 - 
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⚫ MultiScale Designer 材料ファイル _mdsMAT.dat (3 節)、繊維配向テンソルファイル _mdsFOT.dat (2 節) 

の指定を行います。 
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後ほど、Name を用いて作業をするので、Name は分かりやすい名前を推奨します。 

 

ところで _mdsMAT.dat と _mdsFOT.dat がフルパスで指定されていますが、別のフォルダで計算したり、別の

コンピュータで計算したりする場合に不便です。ここは単なる文字列で良いので、ファイル名だけにしています。こ

うすることで、本体 .fem ファイルと _mdsMAT.dat と _mdsFOT.dat をどこに持っていっても計算実行できる

ことになります。 

 

もしダイアログが開かなかった場合、または修正したいときは、こちらで作業、修正してください。 
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⚫ 仮設定の等方性材料を MultiScale Designer 材料に修正します。 

 

 

 



- 43 - 

 

 

 

⚫ 最後にこのモデルをエクスポートします。 
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これまでに作成した次の 3個のファイルを同じフォルダに保存しておきます。 

 

 

実行  

⚫ 計算を実行します 
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⚫ 計算が終わるまで待ちます 

 

可視化  

⚫ HyperView を起動し .h3d 結果ファイルを開きます。 
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⚫ マトリクスの塑性ひずみを見ます 
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⚫ ミーゼス応力も見てみます。 
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5 (休止中 ) 繊維配向を考慮した構造解析を行う  (RADIOSS編 ) 

MultiScale Designer 2025, 2025.1 で Radioss 用材料プラグインの動作に不具合が生じており、本演習モデルが

実行エラーとなることが分かっております。そのため、Radioss 編は本バージョンでは廃止しています。 

Radioss を使いたい方はバージョン 2024 対応版をご利用ください。 
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繊維配向テンソルについて  

繊維配向テンソルとは何かということについては、こちらのフォーラムで詳しく説明しています。興味のある方はぜ

ひご一読ください。 

https://community.altair.com/discussion/3399/ 

 

本書について  

著者 福岡展行 

発行 アルテアエンジニアリング株式会社 

〒104-0031 東京都中央区京橋2丁目2-1 京橋エドグラン14階 

お問い合わせ先 jp-support@altair.com 

無断複製、転載を禁止します 

履歴  

⚫ 2020年 6月23日、バージョン 0.0.1 発行 

⚫ 2020年9月24日、バージョン 0.1.0 発行 

⚫ 2021年2月12日、バージョン 2021-0.0.0 発行 

⚫ 2022年4月18日、バージョン 2022_0.0.0 発行 

⚫ 2022年10月21日、バージョン 2022_1.0.0 発行 

⚫ 2023年4月28日、バージョン 2022_3.0.0 発行 

⚫ 2024年2月6日、バージョン 2023_1.0.0 発行 

⚫ 2024年7月10日、バージョン 2024_0.0.0 発行 

⚫ 2025年3月3日、バージョン 2025_0.1 発行 

⚫ 2025年7月10日、バージョン 2025.1_1 発行 

 

https://community.altair.com/discussion/3399/
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